
ねらい


※時間は目安です

１　オリエンテーション【３分】　　・・・　ファシリテーター ＝ 防災主任が進めます。
　①　本日のねらい・流れの説明
②　本日の趣旨説明
　（ ③　ワークショップの趣旨・流れの確認 ）
	○チェックイン【①と②あわせて約５分　１人１分を厳守】　　　　　 ・・・　時間がない場合は省略します
①　自己紹介をする。
　グループ進行役から自己紹介をする。

②　感じていること，思いを発表する。
　　　グループ進行役からワークショップを前に感じていることや思いを発表する。

	


２　防災ワークショップ・学区（地震）編
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　グループ進行役の先生に進行をお任せします。
	地震が発生した場合に起こり得る学区内の危険とそれに対する事前対策，指導を考える


　①　状況を確認する。【①②合わせて１分】
・『地震による非常に強い揺れが発生したという想定です。』
②　学区内地図を確認する。
・各自学区内地図を見て，状況をイメージする。
③　学校・避難場所・道路などをフェルトペンで囲み（なぞり），「地図の見える化」をする。【５分】
　・３色のペンを使い，学区内地図に書き込みをする。

※見える化のポイント

□学校，避難場所，地域の目印（他の学校や工場等）などを○で囲む。　　　　　　　　　　　→赤ペン

□主要道路，川，線路などをなぞる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→青ペン

□災害時に役立つ場所（スーパーやコンビニ等），災害時に危険と思われる道路，地形など　　→黒ペン

地理的，自然条件を○で囲む（なぞる）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④　「考えられる危険」を付箋（色Ａ）に書き出し，学区内地図の該当場所に貼る。【４分】　
・「見える化された地図」を参考に書く。・１枚の付箋に１つのことを書く。
・考えられるだけたくさん挙げる。
⑤　「考えられる危険」について発表し，グループで話合いをする。【７分】
　・各自自分の書いた付箋を基に，該当場所と考えられる危険について発表をする。１人１分以内。
※話合いのポイント

「ここに書いた危険が本当に起こるか」「同じような危険が他の場所で起こる可能性はないか」

「起こったとしたらさらに別の危険に発展する可能性はないか」　

⑥　「具体的な対策」や「児童生徒等への指導」を考え，付箋（色Ｂ）に書き出し，学区内地図の
該当場所に貼る。【４分】
　　・１枚の付箋に１つのことを書く。・考えられるだけたくさん挙げる。
・自分の付箋だけでなく，他の先生方の貼った付箋についても書く。
　
⑦　「具体的な対策」や「児童生徒等への指導」について発表し，グループで話合いをする。【７分】
　　・各自自分の書いた付箋について発表する。１人１分以内。
※話合いのポイント
「今発表してもらった対策や指導が実行可能か」「どの場面での指導が可能か」

⑧　付箋（色Ｂ）を模造紙にグループ化し，共通のキーワードでまとめる。【８分】
・付箋（色Ｂ）をグループ化して，模造紙に貼り，共通のキーワードでまとめる。

・まとめているときに新たな気付きがあれば，付箋を追加したり，直接模造紙に書き込んだりしながら，グループの意見を集約する。
３　防災ワークショップのまとめ【10分】　　　・・・　ファシリテーター ＝ 防災主任が進めます。
①　全体シェアリングをする。

　・学区内地図，模造紙を基に話合いの結果について，グループごと発表し合う。


②　防災ワークショップの振り返りをする。
	○チェックアウト【約５分　１人１分を厳守】・・・チェックインを省略した場合は，チェックアウトも省略します。
①　今日の活動を受けて，得たこと，学んだこと，感想等を発表する。


	


	


	


	


防災ワークショップ・学区（地震）編　ワークシート








・学区の特徴や地域の実態を知り，課題や避難場所等を把握することができるようにする。


・地震が発生した場合に起こり得る学区内の危険とそれに対する事前対策，指導について考察することができるようにする。


・防災ワークショップを通して，全教職員が参加し，防災意識，防災対応能力の向上につなげることができるようにする。
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話し合った内容





話し合った内容





他のグループ発表内容





【メモ】








